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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

能
代
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

質　

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
若
者
の

移
住
、
定
住
の
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
空
き
地
空
き
家
対
策

と
し
て
、
移
住
定
住
し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
減
免
等
、

税
制
の
優
遇
な
ど
独
自
政
策
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

市
で
は
現
在
、
空
き
家
情
報
を
提
供
す
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
事
業
」、
能
代
山
本
圏
域
外
か
ら
市
内
へ
移
住
し
た
方

の
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
助
成
す
る
「
移
住
促
進
空
き

家
改
修
事
業
」
等
を
行
っ
て
い
る
。
国
の
制
度
等
も
活
用
し
、

引
き
続
き
移
住
定
住
促
進
や
空
き
家
対
策
に
取
り
組
み
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
提
案
の
固
定
資
産
税

の
減
免
に
つ
い
て
も
手
法
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

水
素
社
会
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

質　

電
解
水
素
水
（
還
元
水
）
を
使
っ
た
園
芸
作
物
の
実
証

栽
培
な
ど
農
業
へ
の
導
入
を
推
進
し
て
い
る
が
、
技
術
開
発

が
進
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
素
を
組
み
合
わ
せ
た
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

本
市
に
は
液
体
水
素
の
先
進
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
能
代
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
が
所
在
し
、
水
素
を
製
造
す

る
た
め
の
ク
リ
ー
ン
な
電
力
を
得
ら
れ
る
風
力
発
電
の
適
地

と
い
う
優
位
性
が
あ
る
。
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
、
将
来
的
に
は
、
非
常
時
の
電
力
供
給
が
可
能
な
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
や
、
電
解
水
素
水
・
熱
供
給
に
よ
る
農

業
振
興
、
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
対
象
区
域

○
能
代
西
高
等
学
校
用
地
の
利
活
用
計
画
は

○
小
規
模
事
業
者
に
補
助
制
度
の
拡
充
を

希
望

安 

井　

和 

則

地
域
間
格
差
の
な
い
子
供
の
遊
び
場
の
充
足

質　

郊
外
学
区
に
は
公
園
施
設
が
少
な
い
。
市
街
地
の
子
供

は
整
備
さ
れ
た
空
間
で
伸
び
伸
び
遊
べ
る
の
に
、
郊
外
の
子

供
は
そ
れ
が
で
き
な
い
と
す
る
と
、
子
育
て
環
境
に
地
域
間

格
差
が
あ
る
。
全
地
域
が
平
等
で
し
か
る
べ
き
。

答　

一
学
区
内
に
最
低
一
カ
所
の
遊
び
場
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
の
小
学
校
12
学
区
に
お
け
る
公
園
等
の
配
置
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
竹
生
小
学
校
の
学
区
に
は
、
市
の
公
園
等

が
な
か
っ
た
。
今
後
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
遊

び
場
と
し
て
の
整
備
も
含
め
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
地

元
の
協
力
体
制
や
利
用
者
数
、
費
用
対
効
果
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
市
民
協
働
を
基
本
に
検
討
し
た
い
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
実
現
へ
の
考
え
方

質　

今
後
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
く
が
、
縮
小

社
会
に
適
合
し
た
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
抜
本
的
構

築
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
私

は
主
張
し
て
き
た
。
来
年
度
予
算
編
成
の
考
え
は
。

答　

30
年
度
は
第
２
次
能
代
市
総
合
計
画
の
初
年
度
と
な
る

こ
と
か
ら
、将
来
像
「“
わ
”
の
ま
ち
能
代
」
の
実
現
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
今
後
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
勘
案
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ

う
全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
緊
急
性
、
必
要
性
、

効
果
等
の
観
点
か
ら
厳
し
く
洗
い
直
し
、
統
廃
合
や
効
率
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
予
算
編
成
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
要
件

○
市
職
員
過
重
労
働
の
解
消

○
イ
オ
ン
出
店
詳
細
を
早
急
に
明
示
せ
よ

制
定
し
て
５
年
経
つ
健
康
づ
く
り
推
進
条
例

質　

市
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
の
が
条
例
の
目
的
で
あ

り
、
具
体
的
成
果
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
的
達
成

の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
状
認
識
と
と
も
に
伺
う
。

答　

が
ん
検
診
の
受
診
率
、
健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
、
講
座
等
の
参
加
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
民
の
健

康
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
が
、
行
動
へ
つ
な
げ

て
い
く
工
夫
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市
内
の
各
学

校
で
は
、
が
ん
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
子
供
も
含
め
た
、

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
に
、
な
お
一
層
努
め
た

い
。働

き
方
改
革
を
市
役
所
で
実
践
す
る
こ
と

質　

時
間
外
勤
務
月
１
０
０
時
間
を
超
え
る
職
員
が
12
名

と
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
る
。
窓
口
の
外
部
委
託
、
業
務

改
善
専
門
家
の
雇
用
等
で
、
業
務
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
、

業
務
量
を
減
ら
す
抜
本
改
革
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

答　

行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
等
に
よ
り
職
員
の
業

務
量
は
ふ
え
て
お
り
、
職
員
数
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、

業
務
委
託
も
含
め
、
業
務
量
の
削
減
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
総
合
計
画
実
施
計
画
を
ど
う
進
め
る
か

○
事
業
の
検
証
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
す
べ
き
だ

○
Ａ
Ｒ
活
用
に
よ
る
檜
山
の
ま
ち
づ
く
り

議
会
改
革
を
推
進
す
る
諸
派
の
会

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

落 
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明 

雄


